
 

          
ひろしま思春期シンポジウム 思春期の心理臨床を考える⑮ 

 

 現代の「思春期と中間領域」について考える  

 

2021年１月31（日） 

９：３０～１５：３０ 
  
ZOOM（オンライン形式）で 
行います 

指定討論者 乾 吉佑 先生 

     専修大学 名誉教授 

2009年日本精神分析学会 学会賞 受賞 

2010年日本心理臨床学会 学会賞 受賞 

著作：『医療心理学実践の手引き』（金剛出版） 

『思春期・青年期の精神分析的アプローチ』（遠見書房） 

監修：『生い立ちと業績から学ぶ精神分析入門』（創元社） 

 

 

◇ 企 画 趣 旨 ◇ 
 

 

このシンポジウムは、私たちの日常の心理臨床活動を検討し討論を深めていくことで、相互に交流し

ながら、思春期の心理臨床にとって大切な視点を共有していきたいというものである。 

現代の子ども達を見ていると、大人に上手く頼ることなく、自分でやるしかないという子どもたち、

思春期的に憧れたり背伸びしたりして徐々に大人の世界に触れるのではなく、一気に大人とつながり傷

つく子どもたち、ゲームや動画に没頭し現実世界に目を背けているように見える子どもたちなどの姿が

気にかかる。私たち支援者は、彼らとどうつながり、関係を育んでいけるだろうか。 

自分の世界と外の世界が重なる領域として、内側（主観的な世界）と外側（現実の世界）のあいだ、

「中間領域」（ウィニコット,D.W.）がある。ここでは、自分だけではなく他者と共有し、分かち合った

り、折り合ったりしながら豊かなものが創造され、ゆとりや不安を和らげるクッションにもなる。しか

し、間のない現代においては、子どもも関わる大人も、すぐに現実的に動いていくことを求められるこ

とが多くなっており、こころの中に「中間領域」を保つことが難しくなっているのではないだろうか。 

そこで今回は「中間領域」の視点で、私たち支援者が、今の子どもたちをどのように理解して、支援

していったらよいのかを考えていきたい。 

進め方としては、シンポジストの方々に、それぞれが日常臨床の中から、今回のテーマについて話題

提供をして頂いて、議論していく。指定討論者には引き続き、乾 吉佑氏にお願いする。思春期心理臨床

にとって大切なことがワクワクとしかも実感を持って感じられるシンポジウムにしていきたいと思う。

思春期の子どもとかかわる心理臨床家のみならず、教育、医療、福祉など幅広い領域の方々のご参加を

呼びかけたい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

参加対象者：臨床心理士、教員、医師、守秘義務を持つ専門家・援助者、大学院生 

定 員：８０名 

参 加 費：３，０００円 （シンポジウム開催運営経費として） 

参加申込み：メールにて①氏名（ふりがな） ②住所 ③電話番号 ④メールアドレス⑤所属およ

び職種（大学院生は大学名）、臨床心理士の方は登録番号を明記の上、事務局まで

申し込みください。併せて参加費のお振込みと守秘義務誓約書のご提出で申込み

手続き完了となります。          ※申込み締切：１月２７日（水） 

振込先口座：広島銀行 銀山支店（店番号 002）普通預金 口座番号 3086180 

口座名 思春期シンポジウム実行委員会 
  
共 催：ひろしま思春期シンポジウム実行委員会/杉原心理相談室/ひろしま災害後のこころの支援勉強会 

協 賛：広島思春期問題研究会 

※臨床心理士研修ポイント申請予定 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
［ひろしま思春期シンポジウム実行委員会］ 

実行委員長：橋本智恵美 
実 行 委 員：井上真一 井上房美 大原一祐 岡崎彩 岡田幸彦 杉原太郎 湊崎和範 宮川悦子 

［ひろしま思春期シンポジウム事務局］ 
 広島市安佐南区緑井 1丁目 27-4-104 メイプル内 FAX(082)876-4332  E-mail shisyunkisymposium＠yahoo.co.jp 

9：00 オンライン接続開始 

9：30  

9：40  

挨拶 

広島災害後のこころの支援勉強会の活動について 

10：40 

 

11：00 

ミニレクチャー 「現代の『思春期と中間領域』について考える」 

岡田 幸彦（トポスの森） 

シンポジストから話題提供   

司   会  岡田 幸彦（トポスの森） 

井上 房美（広島県立障害者療育支援センター） 

指定討論者  乾 吉佑 先生（専修大学名誉教授） 

話題提供者 
 

＊小児科の立場から   湊崎 和範（広島西医療センター小児科） 
 

＊精神科の立場から   井上 真一（瀬野川病院精神科） 
 

＊心理臨床の立場から  杉原 太郎（杉原心理相談室） 
 

12：00   休憩 

13：00  討議 「現代の『思春期と中間領域』について考える」 

司 会  岡田 幸彦 井上 房美 

指定討論者 ： 乾 吉佑 先生 ・ シンポジスト 

15：30 閉会  

2006 年  9 月 

 

 

2007 年 10 月 

 

2008 年 10 月 

2009 年 10 月 

2010 年 11 月 

2011 年 10 月 

2012 年 10 月 

2013 年 10 月 

2014 年 10 月 

2015 年 11 月 

2016 年 9 月 

2017 年 10 月 

2018 年 11 月 

2019 年 11 月 

日本心理臨床学会にて、自主シンポジウム「思春期の心理臨床を考える①」を開催 

テーマ「不登校･発達障害児を対象とする活動集団療法から学ぶ」 

指定討論者 国際基督教大学教授 小谷 英文先生 

第 2 回「思春期の子の新しい対象関係の体験をどう援助するか」以下広島で開催 

指定討論者 専修大学文学部心理学科教授 乾 吉佑先生 

第 3 回「思春期と対象喪失」 指定討論者 乾 吉佑先生 

第 4 回「思春期と幼児化」 指定討論者 乾 吉佑先生 

第 5 回「思春期と構造化」 指定討論者 乾 吉佑先生 

第 6 回「思春期の“自分”と“自分がない”を考える」 指定討論者 乾 吉佑先生 

第 7 回「思春期とこころのスイッチング」 指定討論者 乾 吉佑先生 

第 8 回「思春期と現代の自己愛」 指定討論者 乾 吉佑先生 

第 9 回「思春期とコミュニケーションの障害」 指定討論者 乾 吉佑先生 

第 10 回「思春期における『幼児化』と『構造化』」指定討論者 乾 吉佑先生 

第 11 回「思春期における『対象』と『かかわり』」指定討論者 乾 吉佑先生 

第 12 回「こころのシャッターをおろす子どもたち」指定討論者 乾 吉佑先生 

第 13 回「思春期と対象喪失」 指定討論者 乾 吉佑先生 

第 14 回「思春期における『甘えと自立』」指定討論者 乾 吉佑先生 

ひろしま思春期シンポジウム「思春期の心理臨床を考える⑮」プログラム  

シンポジウム開催経緯 

mailto:shisyunkisymposium@yahoo.co.jp

